
17 ︱かさまのれきし

　
笠
間
市
泉
に
祀
ら
れ
る
隠か

く
れ
ざ
わ
か
ん
の
ん

沢
観
音
の
正
式
名

称
は
、
真し

ん
ご
ん
し
ゅ
う

言
宗
豊ぶ

ざ
ん
は
山
派
嶽が

く
な
ん
ざ
ん

南
山
慈じ

が
ん
い
ん
眼
院
清き

よ
た
き
じ
滝
寺

（
以
下
、
慈
眼
院
と
略
）で
す
。
現
在
、
寺
院
は

消
滅
し
、
観
音
堂
と
本
尊
で
あ
る
室
町
時
代
後

半
に
造
ら
れ
た
十
一
面
観
音
立り

ゅ
う
ぞ
う像（
市
指
定
文

化
財
）の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
観
音
堂
は
、
国
道
三
五
五
号
を
石
岡
方
面
へ

進
み
、
市
野
谷
の
隠
沢
観
音
堂
入
口
を
右
折
し

直
進
し
た
所
に
あ
り
ま
す
。

　
慈
眼
院
は
愛
宕
山
の
南
、
嶽
南
山
中
腹
の

堂ど
う
だ
い
ら平
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
前
半

の
延え

ん
ぽ
う宝

元
年（
一
六
七
三
）、
こ
の
地
の
領
主

で
あ
る
土
浦
藩
主
土つ

ち
や屋

政ま
さ
な
お直

に
よ
り
現
在
地
に

移
さ
れ
ま
し
た
。

　
慈
眼
院
の
鰐わ

に
ぐ
ち口（
市
指
定
文
化
財
）
は
、
現

在
笠
間
市
郷
土
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
鰐
口
と
は
、
神
社
の
拝
殿
や
寺
院
の
堂
前

軒
下
に
掛
け
ら
れ
た
青
銅
製
の「
法
楽
器
」
の

一
種
で
あ
り
、
参
拝
の
折
、
鰐
口
に
添
っ
て

垂
れ
下
が
る
綱
を
振
っ
て
打
ち
鳴
ら
す
と
ガ

ラ
ン
ガ
ラ
ン
と
鈍
い
音
が
し
ま
す
。
こ
の
鰐

口
に
は
銘
文
が
み
ら
れ
、
中
央
に
種し

ゅ
じ子「
サ
」

（
＝
観
音
菩
薩
を
意
味
す
る
）、
右
側
に「
常

州
完
戸
庄
泉
郷
嶽
南
澤
観
音
堂
之
鰐
口
」、
左

側
に「
貞じ

ょ
う
わ和
五
年
己き

ち
ゅ
う丑
三
月
日
　
別
當
僧
裕

尊
」
と
あ
り
、
こ
の
銘
文
か
ら
、
貞
和
五
年

（
一
三
四
九
）、
慈
眼
院
住
職
の
裕
尊
の
代
に
こ

の
鰐
口
が
鋳ち

ゅ
う
ぞ
う造
さ
れ
、
こ
の
地
が
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
国
の
宍

戸
庄
と
い
う
荘
園
の
中
の
泉い

ず
み
の
ご
う郷
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の

地
域
の
中
世
的
景
観
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
、
ま
た
人
々
の
観
音
信
仰
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
鰐
口
は
埼
玉
県
与よ

の野
市（
現
在
の
さ
い

た
ま
市
）
教
育
委
員
会
が
、
市
内
に
あ
る
長
伝

寺（
浄
土
宗
）
を
調
査
し
た
際
に
発
見
さ
れ
、

「
嶽
南
澤
観
音
堂
」の
刻
銘
か
ら
、本
来
の
持
主

は
慈
眼
院
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

長
伝
寺
の
好
意
に
よ
り
昭
和
六
十
二
年（
一
九

八
七
）に
慈
眼
院
に
返
却
さ
れ
ま
し
た
。

　
隠
沢
観
音
本
尊
は
近
年
ま
で
安
産
・
子
育
て

の
観
音
と
し
て
、
近
郷
近
在
の
女
性
の
信
仰
を

集
め
、
毎
月
十
日
の
縁
日
に
は
参
拝
者
が
月
参

り
に
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
七
月

十
日
は「
隠
沢
の
朝
観
音
」で
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は「
四し

ま
ん
ろ
く
せ
ん
に
ち

万
六
千
日
」
と
い
う
年
行
事
が
催

さ
れ
、
こ
の
日
に
お
参
り
す
る
と
四
万
六
千
日

分
の
功く

ど
く徳
が
あ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に「
一
番
祈

祷
は
ご
利り

や
く益
が
倍
に
な
る
」と
い
わ
れ
ま
し
た
。

観
音
堂
で
は
こ
の
日
に
何
度
か
祈
祷
が
催
さ

れ
、
十
日
の
朝
最
初
の
祈
祷
に
臨
む
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
功
徳
と
ご
利
益
を
得
よ
う
と
す
る

気
持
ち
が「
隠
沢
の
朝
観
音
」
の
言
葉
に
は
秘

め
ら
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
市
史
研
究
員
　
萩は

ぎ
の
や
野
谷 

洋よ
う
こ子
）
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慈眼院の鰐口


